
熊
本
大
学
教
育
実
践
研
究

熊
本
大
学
教
育
学
部

第
三
十
六
号
、
九
八

一

二
、
二
〇

一
九

高
等
学
校
芸
術
科
書
道
に
お
け
る

鑑
賞
に
関
す
る
基
礎
的
研
究

山
田
寒
山

・
山
田
正
平

の
笈
刻
作

品

の
鑑
賞
を
通

し
て

一
一

山
田
寒
山
の
蒙
刻
に
よ
る
鑑
賞
教
材

山
田
寒

山

の
笈

刻

の
鑑
賞
教
材

と
し
て
ど

の
よ
う
な
も

の
が
適
切

か
。

こ
こ
で
は
、

五

点
取
り
上
げ
、
釈

文
と
鑑
賞
例
に
よ
り
、
鑑
賞
教
材
例
と
し
て
提

示
す
る
。
四

に
お
い
て
、

同
教
材
例
を
使
用
し
て
、
書
道
教
育
に
お
け
る
鑑
賞

の
在
り
方
を
考
え
る
べ
く
、

ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
す

る
。

神

野

雄

二

①

寸
心

千
古

(図

-
)

は
じ
め
に

書
道
教
育
に
お
け
る
鑑
賞
指
導
の
在
り
方
は
、
現
今
最
も
重
要
な
課
題

の
一
つ
と
い

え
る
。
本
研
究
は
、
高
等
学
校
芸
術
科
書
道
に
お
け
る
鑑
賞
に
関
す
る
笈
刻
の
鑑
賞
教
材

を
提
示
し
て
の
考
察
で
あ
る
。

高
等
学
校
芸
術
科
書
道
に
お
け
る
領
域
に
、
表
現
と
鑑
賞
が
あ
る
。
表
現

の
能
力
と
は
、

書
道
の
幅
広
い
活
動
を
通
し
て
適
切
に
自
己
を
主
体
的
に
表
現
し
て
い
く
力
量
の
こ
と
で

あ
る
。
ま
た
、
鑑
賞

の
能
力
と
は
、
日
常
生
活
に
お
け
る
書
や
古
典
等
に
お
け
る
書
の
美

を
適
切
に
感
じ
取
る
力
量
の
こ
と
で
あ
る
。

『
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
』
「内
容
の
取
扱
い
」
に
お
い
て
、
書
道
1
で
は

「寡
刻
、

刻
字
等
を
扱
う
よ
う
配
慮
す
る
も
の
と
す
る
」
と
し
、
書
道
H
で
は

「笈
刻
を
扱
う
も
の

と
し
」
と
明
記
さ
れ
て
お
り
、
蒙
刻
の
重
要
性
が
窺
わ
れ
よ
う
。

　ユ
　

こ
こ
で
は
、

山
田
寒

山

(
一
八
五
六
～

一
九

一
八
)
・
山
田
正

平

(
一
八
九
九
～

一
九

　　
　

　ヨ
　

六
二
)

の
蒙
刻
鑑
賞

の
教
材
を
通
し
て
、

そ

の
鑑
賞
指
導

の
在
り
方

を
探

る
も

の
で
あ
る
。

ま
た
、

『高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
』

「第

二
章

第
七
節

芸

術

第

二
款

各
科
目
」

「第

一
〇

～

一
二
」

に
お
け
る

「書
道
1
～
書
道
皿
」

の
目
標

は
、
生

涯
学
習
を
視
野

に

入
れ

つ
つ
、
書

の
伝
統

と
文
化

に
対
す
る

一
層

の
理
解
を
深
め
る

こ
と
を
指
摘

し
て
い
る
。

そ
し
て
そ

の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、

こ
れ

ま
で
以
上

に
鑑
賞

指
導

の
在

り
方
が
問
わ

れ
る

こ
と
と
な

っ
た
。

山

田
寒

山

・
山
田
正
平

の
鑑
賞

に
関
し

て
は

「高
芙
蓉

・
山

田
寒

山

・
山

田
正
平
」

(『
日
本

の
遊
印
』
、

木
耳
社
、

一
九

八
三
年
十
月
)

の
山
田
寒

山

・
山
田
正
平

の
事
項
を

　　
　

加
筆

・
修
正
し
た
。

・
釈
文
寸
心
、
千
万
古

。
文
字
は
本
来
、
空
な

り
。

寒
山

の
笈
刻

は
昔
か
ら

の
正
し
い
筆
法
を
伝
え
て
お
り
、

そ

の
作
品
は
他

の
人
と
違

っ

た
独
特

の
風
格
が

あ
る
。
寒
山

の
心
に
は
千
年
、
万
年

の
昔
か
ら

の
作
風
を
そ

の
ま
ま
伝

え
て
い
る
。
文
字

と

い
う
も

の
は
本
来
、
ど
ん
な
芸
術
性
で
も
盛

り
こ
め
る
も

の
で
あ
る
。

寒
山

の
心
に
は
千

年
、
万
年

の
昔
か
ら

の
作
風
を
そ

の
ま
ま
に
伝
え

て
い
る
。

・
鑑
賞
天
海
禅
師
が

山

田
寒
山

の
笈
刻
を
述

べ
た
偶

に

「鉄
筆
、
宗

旨
を
伝
う
。
寒
山
、
独
歩

の
風
あ
り
」

と
あ

る
。

こ
の
偶
を
要
約

し
て
こ
の
四
字
で
ま
と
め
た
も

の
で
あ
る
と
思
わ

れ
る
。
こ

の
印

は
、

山

田
寒
山
が
新
潟

の
坂

口
五
峰

(
一
八
五
九
～

一
九

二
三
、
政
治
家

・
新

潟
新
聞
社
長

・

『
北
越
詩
話
』
を
著

わ
す
)

の
た
め

に
刻
し
た
印

で
あ
る
。
側
款
に

「辛

丑
秋
日
、
寒

山
」

と
あ
り
、
寒
山
四
十
六
歳

の
時

の
作
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
る
。

山
田
寒

山

(
一
八

五
六
～

一
九

一
八
)

は
、
名
は
潤
子
、

号
は
寒

山
、
名
古
屋

の
人
。

禅
宗
永

平
寺
派

の
僧
。
十
七
、
八
歳
頃
、
小
曽
根
乾
堂

(
一
八
二
八
～

一
八
八
五
)
を
訪

ね
、
笈

刻
に

つ
い

て
問
う
。
二
十
四
歳

の
時
、
福
井
端
隠
に
入
門

し
て
芙
蓉
派

の
笈
刻
を

学
ぶ
。

明
治
十

六
年
三
重
県
に
あ
る
最

明
寺

の
住
持
と
な

っ
た
が
、

明
治
十
九
年
に
辞

し

て
大
阪
に
出
る
。

後
、
明
治
二
十
八
年

に
東
京

に
移
り
、
芝

の
瓢
箪
池

の
附
近

に
住
み
、

居
を
芝
仙
堂

と
名

づ
け
た
。
元
来
寒

山
は
多
芸
多
才
で
、
詩

・
書

・
画

・
笈
刻

・
陶
芸
す

べ
て
を
よ
く

し
た

。
画
は
墨
竹
が
有
名

で
あ
り
、
詩
は
寒
山
詩

の
遺
響
と
も

い
う
べ
き
も

の
で
あ
り
、
書

は
淡

々
と
し
た
中

に
も
雅
味
が
あ
る
も

の
で
あ

る
。
ま
た
茎
盧
、
蔵
六
、

蘭
台
、
椿
所

と
丁
未
印
社
を
結
成
す

る
と
と
も

に
、
富
益
斎

の

『印
章
備
正
』
を
刊
行
し
、

中
村
不
折
等

と
健

筆
会
を
催
し
た
。
寒

山
は
ま

こ
と

に
行
動
的

で
幅
広

い
活
躍
を
し
た
人

一
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で

あ

っ
た

。

③

那
伽

犀
那

(図

3
)

②

水
清
濯
縷

(図
2
)

・
釈
文
水
清
ま
ば
縷

を
濯

う
。

水
が
澄
ん
だ
な
ら
ば
、

そ
れ
で
私
の
冠
の
紐
を
洗
う
。

・
釈
文
那
伽
犀
那
。

一
切

の
煩
悩
を

破
却
し

つ
く
し
た
十
六
人

の
尊
者
を

「十
六
羅
漢
」
と
呼
ぶ
。
そ

の
第

十
二
番
目
に
那
伽

犀
那
尊
者
が
い
る
。
羅
漢
と
は
、
阿
羅
漢

の
略
称

で
あ
り
、
小
乗
教
に

お
い
て
は
、
最
高

の
悟
り
を
得
た
者

の
こ
と
を

い
う
。

神野 雄二

・
鑑
賞
こ
れ
は

『楚
辞
』

の

「漁
父
」

に
あ
る
言
葉
。

こ
の
文
は
、
屈

原
と
老
漁
夫

と
の
対
話

形
式
を
と

っ
て
お
り
、
屈
原

の
生
き
方
を
通
し
て
、
人
間
本
来

の
生

き
方

を
考
え
さ
せ
る

も

の
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
老
漁
夫

の

「世

の
中

の
人
が
み
な
濁

っ
て
み
だ
れ

て
い
る

の

な
ら
、
あ
な
た
も
泥

を
か
き
立
て
れ
ば
よ
い
で
は
な

い
か
」
と

い
う
言
葉

に
対

し
て
、
屈

原
が
次

の
よ
う
に
答

え
る
。

「私
は

こ
う

い
う

こ
と
を
聞

い
て
い

る
。
髪

を
洗

い
た
て

の

者
は
、
必
ず
冠

の
塵
を
弾

い
て
か
ぶ
り
、

湯
浴

み
を

し
た
ば
か
り

の
者

は
、

必
ず
衣

の
塵

を
振
う
も

の
で
あ
る
と
。

こ
れ
は
清
潔
な
者

は

一
層
身
を
け
が
す

ま
い
と
思
う

の
が
人

の

情

で
あ
る
。
ど
う
し
て
潔
白
な
身
を
以
て
、

よ
ご
れ
た
物
を
受
け

る
こ
と
が

で
き
よ
う
。

い

っ
そ
湘
水

の
流
れ

に
身
を
投
げ
て
、
江
魚

の
腹

に
葬
ら
れ
て
も
、

ど
う
し
て
真
白

い
わ

が
身
を
も

っ
て
世
俗

の
塵
埃
を

こ
う
む
る
こ
と
が

で
き
よ
う
か
」

と
。

そ
れ
を
聞

い
て
老

漁
夫
が
次

の
よ
う
に
歌

う

の
で
あ
る
。

「槍
浪

の
水
が
澄

ん
だ
な

ら
ば
、

そ
れ
で
私

の
冠

の
ひ
も
を
洗
う
こ
と
が

で
き
よ
う
。
槍
浪

の
水
が
濁

っ
た
な
ら
ば
、

そ
れ

で
私

の
足
を
洗

う

こ
と
が

で
き
る
だ

ろ
う
」

と
。

(星
川
清
孝
訳

『
楚
辞
』

明
治

書
院
、

二
〇
〇
四
年

一

月
)さ
て
、
こ

の
印

は
、
伊
藤
博
文

の
自
用
印
で
あ

る
。
明
治
三
十

三
年

に
寒

山
が
伊
藤
博

文

か
ら
印
刻
を
依
頼

さ
れ
た
、
九
穎

の
内

の

一
穎

で
あ
る
。
印
材

は
鶏

血
材

で
あ
る
。
寒

山
は
明
治
四
十
三
年
頃
、
伊
藤
博
文
と
初
対
面

を
し
て
い
る
。
そ

れ
は
、
博
文

の
大
磯

に

あ
る
槍
浪
閣
が
落

成
し
て
詩
会
を
開
く
と
い
う
時

の
こ
と
で
あ
り
、

こ
れ

を
新
聞

で
知

っ

た
寒
山
が
押
し
か
け
対
面

し
た

の
で
あ
る
。

そ

の
後
、

日
本

へ
持

ち
さ
ら
れ
た

と
い
う
蘇

州
寒
山
寺

の
夜
半
鐘

を
捜
索
し
た
り
、
新
梵
鐘

を
鋳
造
す
る
時
に
、

博
文

に
檀
徒
総
代

の

任
を
托
し
て
お
り
、
鐘

の
銘
文
も
撰
し
て
も
ら

っ
て
い
る
。
伊
藤

博
文
と
山
田
寒
山
と

の

交
流
は
多
く

の
逸
話
を
残

し
た
。

・
鑑
賞
山
田
寒

山

の
印

譜

に

『
羅
漢
印
譜
』
が
あ
る
。

こ
れ
は
山
田
正
平

の
実
父
木
村
竹
香

の

編
し
た
も

の
で
あ

り

『
瓦
礫
放
光
』

『金

石
結
縁

』

の
二
冊
か
ら
な

っ
て
い
る
。
前
者

に

は
、
寒

山
が
明
治

三
十
六
年

の
天
長
節

の
日
に
島

田
亮
斎
作

の
十
六
羅
漢
陶
像
と
布
袋
和

尚

・
観

世
音
菩
薩

・
文
珠
菩
薩
に
刻
し
た
印
影
を
お
さ
め
て
い
る
。
後
者
は
、
そ
れ
に
因

ん
で
諸
家

の
題
字

・
詩

・
書

・
画

・
印
な
ど
を
集

め
た
も

の
で
あ
る
。

こ
の

『羅
漢
印
譜
』

は
、
山
田
寒

山
の
傑
作
で
あ
る
と
と
も

に
、
木
村
竹
香
と
山
田
寒

山
と
い
う
当
時

一
流

の

文
化
人
が
、

心
あ

た
た
ま
る
交
わ
り
を
も

っ
た
証
と
し
て
、
永
久

に
伝
え
ら
れ
る

こ
と
に

な

っ
た
。

さ
て
、

山
田
寒

山
は
自
分
自
身
、
芙
蓉
派
を
よ
く
す
る
も

の
と
し
て
、
高
芙
蓉
以
後

五

世
と
し
て
位
置
づ

け

て
い
る
。
そ
れ

は
、
高
芙
蓉

源
惟
良

小
俣
蟻
庵

福
井
端
隠

山
田
寒

山
と
い
う

一
つ
の
系
譜
で
あ

る
。
寒
山
は
呉
昌
碩

の
刻
風
を
慕

っ
て
明
治
三
十
年

渡
清
し
て
い
る
。

そ

の
時
、
昌
碩
と
親

し
く
交
わ
り
、
益
を
受

け
た
よ
う

で
あ
る
。
し
か

し
寒
山
自
身
が
明

治

四
十
年
十
月

『東
京

日

々
新
聞
』

の

「百
人

一
話
」

の
中
で

「呉
昌

碩
に
入
門

し
、
昌

碩

の
風
を
学
ん
だ
が
、
芙
蓉
派
を
本
領
と
し
て
い
る
」
と
語

っ
て
い
る

よ
う
に
、
寒

山
は
芙
蓉

の
血
脈
を
し

っ
か
り
と
受
け

つ
い
だ
、
芙
蓉
以
後

の
代
表
的
な
印

人
と
い
え
る
。

④

釜
中
生
塵

(図

4
)

・
釈
文
釜
中

に
塵
を
生

ず
。

か
ま

の
中

に
は
塵
が
積
も

っ
て
い
る
。
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高等学校芸術科書道における鑑賞に関する基礎的研究

・
鑑
賞
こ
の
印
文
は
、
貧
乏
な
生
活
を

い
う
言
葉

で
あ

り
、
寒
山

の
生

き
方

そ

の
も

の
を
よ
く

表
し
て

い
る
。
彼

は
、
ど

の
よ
う

に
貧
乏
で
あ

っ
て
も
、
そ
れ
を

苦
に
す

る
こ
と
な
く
、

無
位
無
官
で
生

涯
を
通

し
た
。

こ
の
印
は
、
寒

山
が

日
本
新
聞

の
募
集

に
応

じ
た
も

の
で
あ
り
、
寒

山
自
身

に
よ
る
自

注
と
浜
村
蔵
六

の
評
語
が
あ
る
。
そ

の
後
、
第

一
回
か
ら
第
七
回

ま
で
当
選

し
た
印

一
〇

七
頼
を
編
集
し
て

『
日
本
印
叢
』
と
し
て
出
版
さ
れ

て
い
る
。
寒

山

の
自
注

に
次

の
よ
う

に
い
う
。

「
貧
乏
な
わ
が
家

に
は
人
は
誰
も

い
な
く
、
た
だ
私

一
人
で
あ
る
。

夜
中
に
読

書
す
る

の
を
休
ん
で

一
篇

の
詩
を
作
る
。

二
銭

の
肴

と
三
銭

の
酒
、

独
り
で
酒
を
く
み
飲

む

の
は
わ
が
家

の
家

風
。
誰
が

こ
の
こ
と
を
知

っ
て
い
よ
う
か
」

と
。

ま
た
、
浜
村
蔵

六
が

こ
の
印
を
評
し
て

「あ

な
た

の
清
貧
は
天

下
に
勇

名
で
あ
り
、
万

里
を
と
び
歩
く
も
得

る
も

の
は
な
く
、
困
窮

し
て
こ
の
句
を
作

っ
た

の
で
あ

ろ
う
。
あ
な

た
は
、
文
章
も
言
葉
も
非
常

に
巧
み
で
あ
り
、
詩

・
書

・
画

・
蒙

刻

・
陶
鋳
等
す
べ
て
生

ま
れ

つ
い
て

の
才
能
が
あ

る
。
能
力
は
禅
機

を
ぬ
け

で
て
お
り
、
智
恵

は
人
間

と
は
思
え

な

い
く
ら
い
で
あ
る
。
確
か
に
現
代

の
奇
人

で
あ
る
。

こ
の
印

は
そ

の
し
る
し
と
い
え
る
」

と
述
べ

て
い
る
。

こ
れ
は
実
に
堂

々
と
し
た
、
寒
山

の
性
情

の
よ
く
現
わ
れ
た
風

格

の
あ

る
印

で
あ
る
。

高
芙
蓉

の
刻
風
を
さ
ら
に
強
固

に
し
た
よ
う
で
あ

り
、
寒
山

の
刻

印

の
中

の
傑
作

の

一
つ

に
数
え
て
も

い
い
も

の
だ

ろ
う
。

⑤

恭
賀
新
年

(図
5
)

・
釈
文
恭
賀
新
年
。

新
年
を
う
や
う
や
し
く
祝
う
。

・
鑑
賞
こ
れ
は
大
和
古
印

風

の
楷
書

の
印
で
あ
る
。

山
田
寒
山
は
多
種

類

の
書
体
を
印

に
刻
し

て
い
る
。
蒙

・
隷

・
楷

・
行

・
草
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
仮
名

・
梵
字

な
ど
も
あ
る
。
ま

た
、
素
材
も
鋳

印
、
木
印
、
陶
印
な
ど
多

種
に
わ
た

っ
て
い
る
。
寒

山
は
風
流
を
愛
し
た

君
子
人
で
あ
り
、
多
く

の
面
白

い

エ
ピ

ソ
ー
ド

を
残

し
た
人

で
あ

る
。

次
に
そ
の

一
つ
を

挙
げ
て
み
る
。

寒
山
は
戯
れ
に
趙

孟
額

の

「八
不
刻
」

に
倣

っ
て

「三
刻
三
不

刻
」

と
い
う
も

の
を
選

ん
だ
こ
と
が
あ

る
。

「三
刻
」

と
は
、
仁
義

の
あ
る
者
は
刻
す
、
品
格

の
あ
る
者
は
刻
す
、

信
用

の
あ
る
者
は

刻
す
、

「
三
不
刻
」

と
は
、
た
く
わ
え

の
な

い
者
は
刻
さ
な

い
、
酒

の

な
い
者

は
刻
さ
な

い
、
銭

の
な
い
者

は
刻
さ
な

い
と

い
う
も

の
で
あ

る
。

こ
れ
な
ど
寒

山

の
朴
訥
と
し
た

ユ
ー

モ
ア
あ
る

一
面
が
窺
え
る
。
徳
富
蘇
峰

は
大
正
十
三
年
十

二
月
二
十

八
日

の
国
民
新
聞

に

「山

田
寒
山
翁
を
懐

ふ
」
と
題
し
て

一
文
を
書

い
て
い
る
。

「山
田
寒

山
は
、
明
治
大
正

の
際

に
於
け
る
奇
人
で
あ

っ
た
。
雅

に
し

て
雅
な
ら
ず
、

俗
に
し
て
俗
な
ら

ず
、
僧

の
如
く
、
仙

の
如
く
、
商
佑

の
如
く
、

山
師

の
如
く
、
文
人
墨

客

の
如
く
、

せ
ん

み

つ
や

の
如
く
、
殆
ど
傍
人
を
し
て
端
侃
す

る
能

は
ざ
ら
し
め
た
」

と
。

こ
れ
は
山
田
寒

山
と

い
う

一
人

の
人
間
を
よ
く
と
ら
え
て
い
る

一
文

で
あ
る
。

三

山
田
正
平
の
蒙
刻
に
よ
る
鑑
賞
教
材

山
田
正
平

の
笈

刻

の
鑑
賞
教
材

と
し
て
ど

の
よ
う
な
も

の
が
適
切

か
。

こ
こ
で
は
、

十

点
取
り
上
げ
、
鑑

賞
教
材
例
と
し
て
提

示
す
る
。
四

に
お
い
て
、

同
教
材
例
を
使
用
し
て
、

書
道
教
育

に
お
け

る
鑑
賞

の
在
り
方
を
考
え
る
べ
く
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
す
る
。

⑥

柳
乗
化
以
帰
尽

(図
6
)

・
釈
文
柳
か
化

に
乗

じ

て
以
て
尽
く
る
に
帰
す
。

万
物

は
変
化

に
し
た
が

っ
て
、
最
後

に
は
死

に
い
た
る
。

・
鑑
賞
陶
淵
明

の

『
帰

去
来

の
辞
』

の
最
後

の

一
句
で
あ
る
。

「帰
去
来
号
」

で
歌

い
出
さ
れ

る
全
文
三
百
四
十

字
か
ら
な
る

『
帰
去
来

の
辞
』
は
、
淵
明

の
代
表
的
な
名
文
で
あ
る
。

淵
明
は
こ

の
文
を

賦
し
官
を
辞
し
て
田
園

に
帰
り
、
酒
と
菊

と
を
愛

し
て

一
生
を
お
く

っ

た

の
で
あ

る
。

山
田
正
平

(
一
八
九
九
～

一
九
六
二
)

は
、

一
止
、

一
止
盧
、
幾
含
皿と
号
し
、

一
止
は

「正
」
字
を

二
分

し
た
も

の
で
あ

る
。
若
年

に
は
、
郡
平
、
更
生
、
更
生
居

な
ど

と
号
し

た
。
新
潟
市
古

町

に
木
村
竹
香

の
二
男

と
し
て
生
ま
れ
た
。

正
平
は
父
竹
香
が
印
判
業
を

営
み
笈

刻
に
志

し

て
い
た
関
係
で
、

十
五
歳
頃
か
ら
笈
刻
を
始

め
て
い
る
。

こ
の
印
は
、

正
平
十
六
歳

の
時

に
編
ま
れ
た

『栴
檀

二
葉
香
印
譜
』
所
載

の
も

の
で
あ
る
。

こ
の
印
譜

の
封
面
に
、

山
田
寒
山
が

『
栴
檀

二
葉
香
印
譜
』
と
題
し
て
お
り
、
刊
記

に

「大
正
三
年

三
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神野 雄二

冬
至
三

日
題
す
。

正
平
君
印

々
」
と
あ
る
。

こ
れ

に
は
、
正
平
自

用
印

の
ほ
か
多
く

の
姓

名
印
、
遊
印
が
押
印

さ
れ

て
お
り
、
中
井
敬
所

(
一
八
三

一
～

一
九
〇
九
)

の
模
刻
な
ど

も
含
ま
れ
て

い
る
。

ま
た
、
顧
湘

の
刊
行
し
た

『小

石
山
房
印
譜
』

に
所
収

の
印
も
模
刻

し
て
お

り
、

こ

の
印
は
配
字
は
違
う
も

の
の
、
そ

の
模
刻

の

一
つ
と
思
わ
れ

る
。

『
栴
檀

二
葉
香
印
譜
』

は
、

正
平
が
蒙
刻
を
始
め
て
ま
も
な

い
頃

の
も

の
で
あ
る
た
め
、
正
平
初

期

の
印
風
を
知

る
上

で
絶
好

の
資
料
と
な
る
も

の
で
あ
る
。
父
木
村
竹
香
が
中
井
敬
所
、

初
代
岡
本
椿
所

(
一
八
六
二
～

一
九

一
九
)

に
笈
刻
を
学
ん
だ
た

め
、

正
平

の
同
印
譜

に

あ
る
印
は
二
人

の
影
響

に
よ
る
と
思
わ
れ
る
も

の
が
多

い
。
ま
た
、
笈

刻
は
か
な
り

の
水

準

の
高
さ
を
示
し
て
は
い
る
も

の
の
、
ま
だ
難
点
も
あ
り
、
正
平

模
索

の
時
代

と
い
え
る

も

の
で
あ
る
。

⑦

死
為
忠
義
鬼
極
天
護
皇
基

(図
7
)

・
釈
文
死
し
て
は
忠
義

の
鬼

と
為
り
、
極
天
皇
基

を
護
ら

ん
。

も
し
、

こ
の
ま
ま
死
ん
で
し
ま
う
な
ら
ば
、
忠
義

の
鬼
と
な

っ
て
、

皇
室

の
礎
を
お
護

り
申

し
上
げ
る
気
持
ち
で
あ

る
。

天
地

の
続
く
限
り
、

・
鑑
賞
こ
れ
は
藤
田
彪

(
一
八
〇

六
～

一
八
五
五
、
東
湖

と
号
す
)
が

文
天
祥

(
一
二
三
六
～

一
二
八

二
、
南
宋
末

の
忠
臣
)

の
正
気
歌
に
和

し
て
作

っ
た

「文

天
祥

の
正
気

の
歌

に
和

す
、

井
び

に
序
」

の
最
後

の

一
句

で
あ

る
。

正
平

が

こ
れ
を
刻

し
印
譜
と

し
た

も

の
が

『正
気
印
譜
』

で
あ

る
。

こ
れ
は
、
正
平
が
名
を
世

に
示
し
た
最

初

の
印
譜

で
あ
り
、

正

平
十
八
歳

の
時

の
こ
と
で
あ
る
。
印
は
総
数

六
七
穎
。
方
正
平
直

な
ゆ
る
ぎ

の
な

い
勤
厳

な
も

の
で
あ
る
。

こ
れ

に
は
滑
川
澹
如

(
一
八
六
八
～

一
九
三
六
、
笈

刻
家
)

の
長

い
序

文
と
寒
山
詩
が
付

さ
れ

て
お
り
、
そ
れ
を
版
木

に
刻

し
た

の
は
正

平
自
身

で
あ

る
。

こ
の

序
文

の
中
で
澹
如

は
、
正
平
は
自
分
に
書

を
学

ん
だ

と
興
味
あ
る

こ
と
を
述

べ
て
い
る
。

さ
て
、
正
気
印
に
は
、
初
代
岡
本
椿
所

の
風
、

つ
ま
り
明
末

の
何

震
を
首

と
す
る
笈
刻

の
流
派
で
あ
る
徽
派

の
趣

き
や
、
山
田
寒

山

の
風
、

つ
ま
り
芙
蓉

派

の
趣

き
が
随
所

に
見

え
る
。

こ
の
印
は
日
魯
漁
業

の
前
身
、
提
商
会
主
人

で
あ

っ
た
提
清

六
が

買
い
と
り
、

こ

れ
が
縁
と
な
り
、
後
年
、
正
平
を
中
国

へ
遊
学

さ
せ
て
く
れ
る

こ
と
に
な

っ
た

の
で
あ
る
。

正
平

の
印
譜

に
は
、
生
前

に
作

ら
れ
た
も

の
に

『
栴
檀

二
葉
香

印
譜
』

『
正
気
印
譜
』

『羅
漢
印
譜
』

『
八
傭

印
譜
』

『
正
平
陶
磁
印
譜
』
な
ど
が
あ

り
、

没
後

に
、

正
平

一
周
忌

四

の
追
善
供
養

と
し

て
作
ら
れ
た

『
一
止
雇
印
存
』
が
あ
る
。

⑧

随
類
得
解

(図
8
)

・
釈
文
類
に
随

い
て
解

を
得
。

法
に
随

っ
て
理

を
悟
る
。

・
鑑
賞
こ
の
印
は

『羅
漢
印
譜
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
同
印
譜

の
印
材
は
、
浅
草
橋
の
藤
山

末
吉

(印
材
卸
業
を
営
む
。
昭
和
五
十
八
年
没
す
)
が
蔵
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
正
平

の
養
父
山
田
寒
山
に
羅
漢
印
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
正
平
の
羅
漢
印
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
世

に
知
ら
れ
て
い
な
か

っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
十
六
羅
漢
陶
像
に
正
平
が
印
文
を
刻

し
た
も
の
で
あ
り
、
漆
塗
の
厨
子
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
は

『
羅
漢
印
譜
』
が

一

冊
収
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
刊
記
に

「大
正
丙
寅
四
月
八
日
、
正
平
製
」
と
あ
る
。

つ
ま

り
正
平
二
十
八
歳
の
時
刻
さ
れ
た
陶
印
で
あ
り

『
八
倦
陶
印
』
(
一
九
二
七
年
刊
行
、
正

平
二
十
九
歳
)
と
ほ
ぼ
同
時
期
の
も
の
で
あ
る
。
羅
漢
印
は
、
正
平
晩
年
の
よ
う
な
格
調

高
い
風
韻
は
な
い
も
の
の
、
豪
放
雄
偉
な
力
強
さ
が
あ
る
。

さ
て
、
正
平
は
二
十

一
歳
と
二
十
五
歳
の
時
二
度
中
国
に
渡

っ
て
い
る
。
こ
の
時
、
呉

昌
碩
に
画
を
、
徐
星
州
に
笈
刻
を
学
ん
で
い
る
。
山
田
正
平
の
印
に

つ
い
て
語
る
時
、
正

平
の
印
は
呉
昌
碩
の
影
響
を
多
分
に
う
け
て
い
る
と
述
べ
る
人
が
い
る
が
、
こ
れ
は
正
平

を
理
解
す
る

一
面
で
あ
る
と
思
う
。
正
平
に
は

一
個
人
の
作
家
に
の
め
り
込
ん
だ
時
期
は

な
く
、
む
し
ろ
そ
れ
を
極
力
避
け
、
多
く
の
人
と
交
わ
る
中
で
正
平
芸
術
を
創
り
上
げ
て

い

っ
た
も

の
と
思
う
。
呉
昌
碩
、
徐
星
州
に
し
て
も
同
じ
で
あ
り
、
正
平
の
出
会
い
の
中

で
相
当
印
象
深
い
人
で
あ
ろ
う
が
、
む
し
ろ
中
国
遊
学
は
、
多
く

の
自
然
風
物
や
文
物
に

触
れ
た
事
が
、
正
平
に
と
り
益
す
る
所
が
大
き
か

っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
印

は
、
正
平
が
中
国
か
ら
帰

っ
て
、
ま
も
な
い
頃
の
も
の
で
あ
り
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
。

⑨

頂
門
上

一
眼

(図

9
)

・
釈
文
頂
門

の
上

の

一
眼
。

頭

の
い
た
だ

き

に
あ
る

一
眼

の
こ
と
。
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・
鑑
賞
色
界
の
天
主
で
あ
る
摩
醗
首
羅
天
に
は
三
眼
が
あ
り
、
そ
の
竪
の

一
眼
を
い
う
。
こ
れ

は
常
眼
を
超
え
て
物
を
見
る
こ
と
の
で
き
る
眼
で
あ
る
。

こ
の
印
は
正
平
が
画
家
の
小
川
芋
銭

(
一
八
六
八
～

一
九
三
八
、
画
家
)
よ
り
依
頼
さ

れ
刻
し
た
も
の
で
あ
り
、
現
在
、
茨
城
県
牛
久

の
小
川
家
に
蔵
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

山
田
家
に
正
平
が
小
川
芋
銭
と
の
交
流
を
綴

っ
た

「芋
銭
翁
の
想
出
」

(草
稿
)
が
残
さ

れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
こ
の
印
は
昭
和
十

一
・
十
二
年
頃
、
芋
銭
か
ら
依
頼
さ
れ

た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
お
礼
と
し
て
芋
銭
の
画

の
代
表
作
で
あ
る

「渇
波
童
子
」
を
贈
ら

れ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

正
平
と
芋
銭
が
初
め
て
出
会

っ
た
の
は
、
大
正
九
年
頃
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
後
ず

っ

と
芋
銭
が
亡
く
な
る
昭
和
十
三
年
ま
で
交
流
は
続
い
て
い
る
。
正
平
は
昭
和
六
年
に

「寒

山
寺
正
平
笈
刻
会
」
を
催
し
て
い
る
が
、
そ
の
時

の
推
薦
文
を
芋
銭
が
書
い
て
い
る
。
正

平
は
芋
銭
に
私
淑
し
多
く
の
事
を
学
ん
だ
が
、
中
で
も
芋
銭
か
ら
聴
聞
し
た

「何
よ
り
も

自
分
の
感
興
に
真
実
で
あ
れ
」

「絵
は
七
八
分
迄
書
道
で
行
け
る
」
と
か
、
作
者
の
態
度

に
つ
い
て
述
べ
た

「
深
淵
に
臨
む
が
如
く
、
薄
氷
を
履
む
が
如
し
」
な
ど
は
深
く
感
じ
る

所
が
あ

っ
た
よ
う
で
あ
る
。

「芋
銭
翁
の
想
い
出
」
に
よ
る
と
、
芋
銭
の
自
用
印
の
中
に
芋
銭
が
自
分
で
図
案
し
た

印
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
が
、
正
平
が
芋
銭
を
尊
敬
す
る
よ
う
に
な
る
き

っ
か
け

で
あ
る
。
ま
た
正
平
は
、
芋
銭
と
富
岡
鉄
斎
と
を
近
代
を
代
表
す
る
二
大
画
家
と
し
て
位

置
づ
け
て
い
る
。
小
川
芋
銭
は
、
正
平
に
と
り
か
け
が
え
の
な
い
人
で
あ

っ
た
と
い
え
る
。

⑩

天
工
人
拙

(図
10
)

・
釈
文

天

に
工

に
し
て
、

人
に
拙

し
。

聖
人
と

い
わ
れ
る
人
は
、
天
地
自
然
に
対
し
て
事
を
す
る
場
合
に

は
正
当

を
得

て
巧
み

で

あ

る
が
、

い
ざ

人
と

い
う
も

の
を
相
手

と
す

る
場
合

は
正
当
を

欠

い
て
下
手

で
あ

る
。

(遠
藤
哲
夫
訳

『荘

子
』

「雑
篇
」
、
明
治
書

院
、

一
九

六
七
年
三

月
)

・
鑑
賞
こ
の
印
は
、
昭
和
二
十
四
年
に
開
か
れ
た
現
代
印
人
展
に
出
品
し
た
も

の
で
あ
り
、
正

平
五
十

一
歳
の
時
の
作
で
あ
る
。
正
平
は
自
分
で
作
成
し
た
履
歴
書

の
覚
え
書
き
に

「河

井
茎
盧
と
山
田
寒
山
に
笈
刻
を
学
ん
だ
」
と
述
べ
て
い
る
。
正
平
が
私
叔
し
た
印
人
に
こ

の
二
人
を
挙
げ
た
こ
と
は
、
そ
れ
な
り
の
理
由
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
山
田
寒
山
は
、
正

平
が
蒙
刻
を
本
格
的
に
始
め
る
き

っ
か
け
を
与
え
た
人
で
あ
り
、
後
に
は
、
寒
山
の
養
子

と
し
て
寒
山
寺
に
入

っ
て
い
る
。
河
井
茎
盧
は
、
正
平
を
中
国
へ
つ
れ
て
ゆ
き
呉
昌
碩
に

あ
わ
せ
た
人
で
あ
る
。
こ
の
当
代
き

っ
て
の
二
人
の
印
人
か
ら
正
平
は
数
知
れ
ぬ
薫
陶
を

受
け
た
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
さ
て
、
保
多
孝
三
は

「現
代
印
人
展
評
」
に
お
い
て
、

山
田
正
平
と
河
井
茎
盧
の
印
を
比
較
し
て
次
の
よ
う
に
い
っ
て
い
る
。
正
平
の
印
を
理
解

す
る
上
に
お
い
て
役
立

つ
と
思
わ
れ
る
の
で
引
用
し
て
お
く
。

支
持
す
る
層
の
広
範
囲
に
わ
た
る
作
家
が
あ
る
。
支
持
層
は
そ
う
広
く
な
く
て
も
、

支
持

の
程
度
の
非
常
に
深
い
も

の
を
持

つ
作
家
が
あ
る
。
山
田
正
平
先
生
の
如
き
は

後
者
に
属
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
河
井
先
生
の
高
度
の
叡
智
か
ら
構
成
さ
れ
る
作
品

は
、
理
を
以
て
追
究
す
れ
ば
あ
る
程
度
ま
で
こ
れ
を
理
解
し
得
る
普
遍
性
を
持

っ
て

い
る
。
と
こ
ろ
が
山
田
先
生
は
、
と
ぎ
す
ま
し
た

「理
」
と
い
う
も
の
よ
り
も

っ
と

人
間
的
な
体
臭
を
持

つ
。
こ
こ
に
先
生
の
作
品
の
人
間
的
な
神
秘
が
あ
る
。
前
者
は

そ
の
合
理
性
の
故
に
万
人
が
こ
れ
を
認
め
る
。
後
者
は
そ
の
人
間
的
な
神
秘
性
の
故

に
見
る
人
の
半
ば
は
之
を
疑
い
、
半
ば
は
之
に
陶
酔
す
る
。

河
井
茎
盧

は
、

正
平

の
印
に
対
し
、
最
初
は
正
平

の
印
は
玄

人
離
れ
し

て
困
る
、
と
嘆

い
て
い
た
よ
う

で
あ
る
が
、
最
後

に
は
、
相
当

の
評
価
を
与

え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

⑪

忘
牝
牡
騙
黄

(図
11
)

・
釈
文

牝
牡
、
騙
黄
を
忘

る
。

こ
れ
は
、
『
列
子

』

の

「説
符
」

に
あ
る
、

「牝
牡
騙
黄
」

の
故
事

に
よ

る
。

「秦

の
穆

公

が
伯
楽

の
推
薦

に
よ
り
、
九
方
皐
を

用
い
て
馬
を
求
め
さ
せ
た
所
、
黄
色

の
牝
馬
を
得

た

と
知
ら
せ
て
き
た

の
で
、
人
に
馬
を

つ
れ

て
こ
さ
せ
る
と
、
馬

は
黒
色

の
牡
馬
で
あ

っ
た
。

そ

こ
で
、
穆

公
が

馬

の
色
、
牝
牡

さ
え
弁
別

で
き
な

い
も

の
に
ど
う

し
て
馬

の
よ
し
あ
し

が
、
見
分
け
ら
れ

よ
う
か
と
い

っ
た
所
、
伯
楽
が
、

こ
れ
こ
そ
が
九
方
皐

の
す
ぐ
れ
た
点

で
あ
る
と
し
て
、

馬
を
見
分
け
る
に
は
、
馬

の
天
機

(生
気
や
素
質
)
を
観
る
べ
き
で
、

外
面
的

な

こ
と
に

拘
泥

す
べ

き
で

は
な

い
」

と
述

べ
た

こ
と

に
よ
る
。

(小
林

信
明
著

『
列
子
』
、

明
治
書

院
、

一
九
六
七
年

五
月
)五
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神野 雄二

・
鑑
賞
こ
の
印

に
対

し
て
、

山
田
正
平
自

身
か
な
り

の
自
信
を
持

っ
て

い
た
ら
し
い
。

「私
が

早

い
頃
、

日
展

に
出
し
た
、

『
忘
牝
牡
驕
黄
』

の
印
、

ひ
そ
か
に
意

を
得

た
も

の
と
思

っ

て
い
た
が
、
別
し
て
世
評

に
の
ぼ
ら
ず
、
先
生

没
後
、
新
潟
で
山

文

(酒
井
議

三
郎
)
さ

ん
に
逢

っ
て
聞
く
に
、
当
時
非
常

に
ほ
め
て
居

ら
れ
出
典
を
示
し

て
な
が

な
が
話
さ
れ
た

由
、

心
下

る
お
も

い
を
し
た

の
で
あ

っ
た
」

(
「会
津
先
生

と
笈
刻

」
、

求
龍

堂

『
渾
斎
秋

艸
道
人
』

一
九
六
八
年
十

一
月
)

こ
の
中

に
出
て
き
た
先
生
と
は
、
会
津

八

一
の
こ
と

で

あ
る
。
ま
た
、
画
家

の
中

川

一
政
も

こ
の
印
は
正
平
印

の
中

で
最
も
す

ぐ
れ
た
も

の
で
あ
る
と

し
て
、
特
に

「朧
」

の
字

の
辺

の
温
か
さ
が
い
い
と
い
わ
れ
た
ら

し
い
。

こ
れ

に
対
し
西

川
寧
氏
は

「む
し
ろ
私

は
冷
た
さ
を
見
ま
す
。
方
寸

の
世
界

の
厳
粛

さ
で
す
」

と
述
べ

て

い
る
。

(
「山
田
正
平
遺
作
展
」
、
『
書
品
』
第

一
五
五
号
、
東
洋
書

道
協
会
、

一
九

六
三
年

十

一
月
)

正
平

の
印

の
多
く

は
、
印
笈
体
を
基
本
と
し
て
い
る
が
、

こ
の
印
は
大
笈
体

の
趣
き
が

あ
り
、
金
文

へ
と
遡
ぼ

る
自
由
さ
を
感
じ
さ
せ
る
。

こ
れ
は
、
正

平
五
十
三
歳

の
時

の
印

で
あ
る
。
正
平
晩
年

に
は
、

こ
の
よ
う
な
印
が
多
く

み
ら
れ
る
。

「和
し
て
同
ぜ
ず
」

「遊

雲
魚
」

「
谷
神
死
せ
ず
」

な
ど
が
そ
う

で
あ
る
。

こ
れ

は
、

正
平

が
晩

年
に
到
達
し
た

一

つ
の
世
界
で
あ
る
と
思
う
。

⑫

倶
会

一
処

(図
12
)

・
釈
文
倶

に

一
処
に
会
す
。

仏
も
衆
生
も
共

に
浄

±
に
生

ま
れ
会
う
と

い
う
意
味

で
あ
り
、

で
あ
る
。

『阿
彌
陀
経
』

の

一
節

・
鑑
賞
こ
の
印

に
は
、

「
正
平
製
、

乙
未
六
月
」
と
側
款
が
あ

り
、

五

十
七
歳

の
時

の
作
で
あ

る
。
寿
山
石
、
鳥
鉦

に
よ

る
。

さ

て
、

こ

の
印

に
関

し
て
正
平
自

身

一
文
を
書

い
て
い
る
。

「
開
学
祭

に
出
品
し
た
倶

会

一
処

の
朱
文
印
、
あ
れ

は
四
度
目
か
に
出
来

た
作

で
あ
る
。
最

初
は
依
頼
者
が
取
り

に

来
し
夜
分
、
そ

の
人
を
側
ら

に
置

い
て

の
作
、
少

し
硬

い
鶏
血
で
、
事
、
志

と
違

っ
た
様

で
あ

っ
た
が
渡

し
て
支
舞

っ
た
。
翌
日
思
い
直

し
て
別
の
石
で
試

み
た
。
朝

の
空
気
が
爽

六

や
か
な
せ
い
か
、

前
作

に
は
勝
る
物
が
獲
ら
れ
た

の
で
速
達

で
送

っ
て
置

い
た
。
そ

の
翌

日
か
、
学
校

で
生

徒
を
前

に
な
が
な
が

と
講
釈
し
な
が
ら
、

ま
た
同
文
を
刻

っ
て
見
せ
た

が
効
能
書

き
程

に
薬
は
き
か
ず
、
此
頃

の
梅
雨
模
様

一
般
で
い
か
に
も
醗
陶
し

い
。
帰
宅

し
て
か
ら
讐
心

一
番
、

さ
ら

に
作

っ
た

の
が
即
ち
あ
れ
で
あ
る
」

(
「
一
点

一
画
」

『
山
田

正
平
先
生
笈
刻
講

義

ノ
ー
ト
』

(東
京
学
芸

大
学

書
道
科
同
窓
会
硯
心
会
編
、
昭
和

三
十

八
年
六
月
)
)

正
平

の
印

に
は
、

い
わ
ゆ
る
毛
筆

で
書

い
た
潤
渇

の
表
現
に
近

い
も

の
が
み
ら
れ
る
。

こ
の
印
で
み

て
み

る
な
ら
ば
、

「倶
」
字

と

「会
」
字

に
、

に
じ

み
の
効
果
が

み
ら
れ
、

ま
た

「
一
」
字

と

「処
」
字
に
か
す
れ

の
効
果
が
み
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
は
、
印

の
表
現
範

囲
を
広
げ
、
変
化

を
与
え
た
も

の
と
し
て
評
価

で
き
る
も

の
と
思
う
。
ま
た
、
印
文
と
辺

縁
と

の
関
係

は
不
離
不
即
で
あ
り
、
絶
妙

で
あ
る
。

こ

の

「倶
会

一
処
」

の
印
は
正
平

の
墓

の
墓
碑
銘
と
し
て
拡
大
模
刻
さ
れ
て

い
る
。

ち

な
み
に
墓

地
は
東

京
都

の
多
摩
霊
園

に
あ

る
。

⑬

養
恰
之
福

(図
13
)

・
釈
文
養
恰

の
福
。

身
も
心
も
安
ら

か

に
養
う
。

・
鑑
賞
こ
れ
は
、
魏
の
時
代
の
曹
操
の
詩

「歩
出
夏
門
行
」
に
あ
る
言
葉
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

曹
操
の
遠
征

の
苦
し
み
を
歌

っ
た
も

の
で
、
烏
桓
討
伐
の
時
の
体
験
に
よ
り
作
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
。
曹
操
は
、
こ
の
詩
の
終
章
で
、
人
間
の
寿
命
に

つ
い
て
歌
い
、
人
間
の
寿
命

は
天
の
定
め
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
身
も
心
も
養
い
努
力
し
て
い
け
ば
、
不
老
長
寿
の
道

が
得
ら
れ
る
と
い
う
。
(『
曹
操
』
竹
田
晃
著
、
評
論
社
、

一
九
七
三
年
)
こ
の
印
は
馬
鉦

の
寿
山
石
で
、
正
平
五
十
八
歳
の
時

の
作
で
あ
る
。

こ
の
印
に

つ
い
て
殿
村
藍
田
氏
は
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「山
田
正
平
氏
。
軽
妙

洒
脱
、
刀
法
自
在
、
布
字
の
自
由
自
然
、
気
宇
の
雄
大
さ
、
総
て
に
余
裕
を
十
二
分
に
残

し
た
こ
の
作
は
、
視
る
者
を
し
て
氏
の
寡
刻
の
魔
術
に
引
入
れ
る
に
十
分
で
あ
る
。
芙
蓉

派
を
更
に
完
成
せ
し
め
た
と
思
わ
れ
る
こ
の
作
は
最
も
日
本
人
ら
し
い
体
臭
を
感
ぜ
し
め

る
誇
る
べ
き
逸
品
で
あ
る
と
信
じ
る
。
…
正
平
氏
の
作
は
こ
の
筆
力
の
散
歩
が
も

っ
と
も

大
き
く
育

っ
て
居
る
の
だ
、
そ
れ
は
散
歩
即
ち
こ
れ
が
生
活
に
迄
成

っ
て
居
る
筆
力
の
随
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筆
家
、
そ
れ
が
正
平
氏
だ
」

(
「笈
刻
め
く
ら

へ
び
」
、
『
書
品
』
第

七
二
号
、

一
九

五
六
年

九
月
)

藍

田
氏
は

こ
の
作

に
最
も

日
本
人
ら
し
い
体
臭
を
感
じ
る
と
述

べ
て
い
る
が
、

こ
れ
は

正
平
自
身
、
常

に
心
が
け

て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
松
下
英
麿
が
正

平

の
言
葉
を

「
一
止
道

人
追
懐
」

(『
古
酒
』
第

八
冊
、
新
樹
社
、

一
九

六
二
年
十
月
)

に
載

せ
て
い
る
。

「国
は

亡
び
て
も
芸
術
は
残

る
と
い
う
と

い
う

こ
と
を
、

こ
の
ご
ろ
し
み

じ
み
と
感

じ
ま
す
ね
。

然
し
書

に
し
て
も
、
笈
刻

に
し
て
も
、
中

国

の
亜
流

で
し
か
な
い

日
本

の
も

の
は
ど
う

で

し

ょ
う
。
大
死

一
番
大

い
に
や
ら
な
き

ゃ
」

山

田
寒
山
は
、
自

分
自
身
を
高
芙
蓉

の
正
統

を
継
ぐ
者
と
し
て
位

置
づ

け
て
い
る
が
、

正
平
も
ま
た
寒

山
を
経

て
、
芙
蓉

の
正
統

を
継

ぐ
印
人
と
み
て
よ

い
と
思
わ
れ

る
。

⑭

世
短
意
常

多

(図
14
)

・
釈
文
世
は
短
く
し
て
、
意

は
常

に
多
し
。

人

の
生
涯
は
短

い

の
に
、
思
う

こ
と
は
あ
ま
り
多

い
。

陶
淵
明

の

「九
日
間
居
」

の
詩

に
こ
の

一
句
が
あ

る
。

こ
れ
は
、
陶
淵

明
が
九
月
九

日

に
菊

の
花
を
酒
に
浮

か
べ
て
、
酒
を
飲
む
と
い
う
風
習

に
ち
な
ん

で
、
自

分
も
酒
を
飲
も

う
と
し
た
が
、
菊

は
庭

一
面

に
咲

い
て

い
る
が
、
肝

心
の
酒
が
手

に
入
ら
な
い
。
そ

こ
で

空
し
さ

の
あ
ま
り
、
菊

の
花
を
た
べ
な
が
ら
胸
中

の
思

い
を
詩
に

よ
ん
だ
も

の
で
あ
る
。

・
鑑
賞
山

田
正
平

の
印

の
特
質

の

一
つ
に
均
衡
美
が
あ

る
が
、

こ
れ
は

そ
れ
を
代
表
す
る
も

の

で
あ
る
。
そ
れ
ま
で

の
多
く

の
印
は
均
整

で
漢
印

の
方
正
平
直
な
美

を
追

っ
た
も

の
が
多

か

っ
た
が
、
正
平
は
文
字

の
筆
画
を

一
度
壊

し
て
再
構
成
を
し
て

い
る
。

つ
ま

り
、
筆
画

と
筆
画
と
を
微
妙
に
か
ら
ま

せ
て
、
バ
ラ

ン
ス
を
と

っ
た
緊
張
感

あ
る
も

の
で
あ
る
。

こ

れ
は
正
平
独
自

の
も

の
で
あ
り
、
正
平
が
画
に
志

し
て
い
た

こ
と

と
無
関
係

で
は
な

い
と

思
わ
れ
る
。
同
印
は
、
正
平

五
十
九
歳

の
時

の
作

で
、
第

一
三
回

日
展
に
出
品

し
て
い
る
。

⑮

無

人
華
落

(図
15
)

・
釈
文
人
無
く
、
華
落

つ
。

回
り
に
は
誰
も

人
は

い
な
く
静

か
な
た
た
ず
ま

い
で
あ
り
、

た
だ
花
が

一
つ
落
ち
て
い

る
だ
け
で
あ

る
、

と

い
う
実
に
も

の
さ
び

し
い
光
景
を
う
た

っ
た
言
葉

で
あ
る
。

・
鑑
賞
こ

の
印

は
、
昭

和
三
十
七
年

の

一
月
に
、

日
本
美
術
院
展
に
出
品
さ
れ

て
い
る
。
同
年

の
八
月
に
正
平

は
亡
く
な

っ
て
お
り
、
正
平
最
晩
年

の
代
表
作

で
あ

り
、
正
平

の
絶
作

と

も

い
え
る
も

の
で
あ
る
。

さ
て
、

こ

の
印

を
刻
し
た
こ
と
に
興
味
あ
る

エ
ピ

ソ
ー
ド
が
あ

る
。
そ
れ
は
正
平

の
次

女
で
あ
る
山
田
梅

枝
氏
が

「買
物

三
題
-

父
の
思

い
出

・
続
」

(『書
品
』
第

一
四
〇
号
、

一
九
六
三
年

五
月

)
と
し
て
触
れ
て
い
る
。

散
歩

に
は
よ
く
骨
董
屋
を

の
ぞ

い
て
い
た
ら
し
い
が
、

一
昨
年

の
暮
頃
だ

っ
た
ろ

う
か
、

西
荻

窪

の
方

の
店
で
欠

け
皿
を
見

つ
け
、
何
様
と
か
由
緒
あ
る
家
か
ら
出
た

と
い
う
店

の
主
人

の
説
明
に
、
書

き

つ
け

て
あ
る

「無
人
花
落
」
と

い
う
文
句
が
気

に
入
り
、
持

ち
合
わ
せ
を
は
た
い
て
買

っ
て
き
た
。
ボ
ー
ル
箱

に
綿
を
し
き
、
皿
が

平
ら
に
な

る
よ
う

に
な
ら
べ
て
持

ち
帰

っ
た
。
幸

い
に
な
く
な

っ
た
と

こ
ろ
も
な
く
、

う
ち
わ
形

の
皿

に
復
原
し
た
。
眺

め
て
い
く
う
ち
に
、

骨
董
屋

の
う
す
ぐ
ら

い
店

の

奥

の
方

で
は
気
が

つ
か
な
か

っ
た

「無
名
」
と

い
う
署
名

に
、

そ
の
驚
き
と
喜
び
よ

う
は
、

は
た

で
見
て

い
る

の
も

お
か
し
い
く
ら

い
だ

っ
た
。

こ
の
皿
を
朝
と
な
く
夜

と
な
く
、

は

て
は
寝
床
ま
で
持

ち
こ
ん

で
は
眺
め
て
い
た
が

「無
人
華
落
」
と
い
う

印
を

刻
り
、

こ
れ
が
最
後

の
展
覧
会
出
品
と
な

っ
た
。

「無
人
華
落
」

の
印
文

に
よ
る
印

は
、
布
字

の
ま
ま
刻
す

こ
と
な
く
残
さ
れ
た
も

の
が

一
穎
あ
る
。

こ
れ

を
見
る
と
、
正
平

は
印
面

に
何
も
塗
ら
な
い
で
、
ま
ず
朱
で
仮
に
布
字

を
し
、
あ

た
り
を

つ
け
、
改
め
て
そ

の
上

に
墨

で
布
字
を
し
た
よ
う

で
あ
る
。
す
べ
て

一

筆
で
書

か
れ

て
お

り
、
実

に
生
き
生

き
と
し
た
も

の
で
あ
る
。

一
筆

で
書
き
、

一
刀
で
刻

す
。
こ
れ

は
、
正

平

の
笈
刻

の
根
本
姿
勢

で
あ

っ
た

の
で
あ
ろ
う
。
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神野 雄二

四

高
等
学
校
芸
術
科
書
道

ト
調
査

に
よ
る
実
態
調
査

「書
道
科
教
育
法
豆
」
受
講
生

へ
の
ア
ン
ケ
ー

平
成
三
〇
年
度
に
お
け
る
熊
本
大
学
書
道
受
講
者
に
対
し
、
平
成
三
十
年
十
月
、
今
後

の
書
道
教
育
鑑
賞

の
在
り
方
を
考
え
る
べ
く
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
。
調
査
の

目
的
は
、
現
在
書
道
を
受
講
す
る
学
生
の
書
道
に
関
す
る
意
識
の
在
り
方
、
ま
た
教
育
の

教
科
内
容
の
開
拓
と
教
材
開
発
と
い
う
、
よ
り
広
い
視
点
か
ら
、
書
道
な
か
で
も
笈
刻
を

ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
、
そ
の
実
態

の
把
握
を
め
ざ
す
も
の
で
あ
る
。

調
査
の
対
象
者
は
、
熊
本
大
学
に
在
籍
す
る
二

・
三

・
四
年
生

「書
道
科
教
育
法
H
」

受
講
者
五
名

(
(A
)
～

(E
)
)
で
あ
る
。
調
査
場
所
は
熊
本
大
学
書
道
教
室
、
調
査
時

間
は
三
〇
分
で
あ
る
。

質
問
は
、
三
の
鑑
賞
教
材
例
を
提
示
し
、
大
き
く
五
項
目
に
分
け
ア
ン
ケ
ー
ト
を
課
し

た
の
で
、
そ
れ
を
基
に
、
分
析

・
考
察
す
る
。

問

い
は
次

の
通
り
で
あ

る
。

①④ ③ ②

 

⑤

高
等
学
校
芸
術
科
書
道
に
お
け
る
鑑
賞
指
導
に
つ
い
て
、
今
日
的
課
題
は
何
だ
と
考

え
る
か
、
述
べ
な
さ
い
。

高
等
学
校
芸
術
科
書
道
に
お
け
る
表
現
と
鑑
賞
の
関
係
に
つ
い
て
述
べ
な
さ
い
。

蒙
刻
の
鑑
賞
指
導
に
つ
い
て
、
そ
の
課
題
と
展
望
に
つ
い
て
述
べ
な
さ
い
。

配
布
資
料
の
山
田
寒
山
の
作
品
を

一
点
取
り
上
げ
て
、
鑑
賞
指
導
を
す
る
際
に
お
い

て
注
意
す
る
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
な
さ
い
。

配
布
資
料

の
山
田
正
平
の
作
品
を

一
点
取
り
上
げ
て
、
鑑
賞
指
導
す
る
際
に
お
い
て

注
意
す
る
こ
と
に

つ
い
て
述
べ
な
さ
い
。

以
下
は
、
そ

の
回
答

で
あ

る
。

(
A

)

①

芸
術
科
書
道
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ま
で
の
中
学
校
で
の
書
写
教
育
と
違

っ
て
多
く
の

古
典
や
作
品
に
触
れ
、
ま
た
文
化
や
歴
史
に

つ
い
て
も
詳
し
く
学
ぶ
。
そ
の
中
で
美

に
対
す
る
感
受
性
や
自
ら
の
心
の
豊
か
さ
を
養
う
に
あ
た

っ
て
、
作
品
を
鑑
賞
す
る

力
は
非
常
に
重
要
な
も
の
と
な

っ
て
く
る
。
鑑
賞
指
導
に
つ
い
て
は
、
こ
の
力
を
養

②③④

八

う
た
め
に
、
生
徒
の
興
味
関
心
に
触
れ
、
心
を
動
か
す
よ
う
な
書
の
選
択
や
、
表
現

の
活
動
と
有
機
的
に
つ
な
が
り
そ
う
な
生
徒
自
身
と
の
照
ら
し
合
わ
せ
が
で
き
、
か

つ
交
流
し
、
見
方
が
広
が
る
よ
う
な
鑑
賞
の
設
定
を
工
夫
す
べ
き
だ
と
考
え
る
。

表
現
と
鑑
賞
は
互
い
に
高
め
合
え
る
よ
う
に
指
導
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
自
分
の

感
情
や
個
性
を
自
由
に
表
現
す
る
に
も
、
や
は
り
鑑
賞
に
よ

っ
て
他
者
の
作
品
の
追

体
験
を
通
し
て
感
情
の
豊
か
さ
が
養
わ
れ
、
表
現
の
幅
の
広
が
り
に
繋
が
る
と
考
え

ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
自
分
が
表
現
す
る
か
ら
こ
そ
、
鑑
賞
時
に
気
づ
く
こ

と
が
あ
る
。
鑑
賞
で
た
だ
作
品
を
受
動
的
に
見
る
の
で
は
な
く
、
よ
り
豊
か
で
深
み

の
あ
る
自
己
表
現
の
土
台
と
な
る
よ
う
、
学
び
の
過
程
を
作

っ
て
い
く
べ
き
だ
と
考

え
る
。

笈

刻

の
鑑
賞

指
導

に

つ
い
て
大

切
に
し
た

い
こ
と
は
、
蒙
書
体

は
漢
字

の
五
書
体

の

中

で
最
も
古

い
書
体
で
あ
り
、
生
徒

に
も
あ
ま
り
な
じ
み

の
な

い
書
体
で
あ
る
こ
と

か
ら
、

そ

の
字
形

と
変

遷

に

つ
い
て
し

っ
か
り
押
さ
え

る
こ
と
が
大
切

で
あ
る
。

「
甲
骨
文

・
金

文

・
小
寡
」

で
は
、

同
じ
笈
書
で
も
時
代

や
作
品

に
よ

っ
て
趣
が
大

き
く
違
う
。

笈
刻

(印
)

の
歴
史
も
資
料
と
あ
わ
せ
て
視
覚
的

に
そ

の
流
れ
を
と
ら

え
さ
せ
、
文

化
と
伝
統
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
さ
せ
た
い
。
ま
た
、
実
際

に
様

々
な

笈
書
を
使

っ
て
印
を
刻

っ
て
み
る
と
い
う
体
験
を
通
し
て
、
書
体
そ

の
も

の
の
お
も

し
ろ
さ
、
筆

で
書
く
時
と

の
違

い
、
文
字
文
化

に

つ
い
て
更
な

る
理
解

へ
と
繋
げ

ら

れ
る
と
考
え

る
。

図

4

「釜
中

に
塵
を
生
ず
」
、

こ

の
笈

刻

の
鑑
賞
指
導

に
あ
た
り
、
重
要
視

し
た
い

の
は
、

寒
山

の
生
き
方
と

の
繋
が

り
が
あ

る
。

「釜
中
生
塵
」
と

い
う
言
葉

そ

の
も

の
が
、
各
地

を
点

々
と
し
な
が

ら
無
位
無
冠
で
貧
し
い
生
活
を
送

っ
た
と
さ
れ
る
寒

山

の
生
活
を

表
し
て

い
る
。

し
か
し
同
時

に
、
そ

の
貧
し
さ
や
孤
独
を
苦

に
す
る
こ

と
な
く
、
寧

ろ
そ
れ
を
自
ら
高

め
、
楽
し
み
、
ど

こ
か
崇
高
さ
を
感
じ
さ
せ
る
。
印

の
中

に
堂

々
と
大
き
く
刻
さ
れ

た
字

や
、
線

の
ど

っ
し
り
と
し
た
太
さ
、
丸
み
か
ら

は
そ

の
力
強

さ
や
重

々
し
さ
、
堂

々
と
し
た
も

の
が
伝

わ
る
。
貧
し

い
生
活
と
い
え

ば

「苦

し
い
」

「
ひ
も
じ
い
」

「
不
安
」

「寒

々
し
さ
」

「弱

〃
し
さ
」
な
ど
が
生
徒

た

ち

の
中

で
は
連
想
さ
れ
や
す

い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
寒

山

の
こ
の
生
き
方
は
新
鮮
な

も

の
に
映

る
だ
ろ
う
。
そ

の
生

き
方

や
考
え
方

の
力
強
さ
を
本
作
品

の
鑑
賞
か
ら
触

れ
さ
せ
た

い
。
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⑤

図

8

「
類
に
随

い
て
解

を
得
」
、

こ
の
蒙
刻

の
鑑
賞
指
導

に
あ

た
り
、

第

一
印
象

に

よ
る
把
握
、

つ
ま
り
生
徒

の
直
感
的
把
握

や
直
感
的
鑑
賞
を

大
切
に
し
た

い
。
本
作

品
は
線

の
太
さ
や
丸

み
、
ま
た
字
形

の
や
わ
ら

か
さ

に
、
目

を

ひ
く
も

の
が
あ
る
。

ど

こ
か
あ
た
た
か
み
を
感
じ
さ
せ
る
本
作

品
か
ら
は
、
他

の
作

品
と
比
べ
て
生
徒
も

親
し
み
や
す

さ
を
感

じ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

こ

の
点
を
活
用
し

て
、
初
見

で
の
鑑
賞
、

交
流
を
さ
せ
る
こ
と
で
、
人

の
感
じ
方

の
違

い
や
作
品
を
見

る
面
白

さ
、
知
り
た

い

と

い
う
探
究

心
を
か
き
た
て
た

い
。

そ
こ
か
ら
、
山

田
正
平

の
遊
学

に

つ
い
て
、
人

や
事
物
、
自
然

と

の
出
会

い
な
ど
を
伝

え
る
こ
と
に
よ
り
、
更

に
作

品
を
楽
し
ま
せ

る

こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。

(
B

)

①②③④

私
が
高
校
生
だ

っ
た
こ
ろ
、
鑑
賞
の
経
験
を
す
る
た
め
に
、
文
化
祭
で
書
道
部
が
展

示
し
た
作
品
を
見
る
と
い
う
課
題
が
あ

っ
た
。
そ
れ
ま
で
の
授
業
で
学
ん
だ
書
家
の

作
品
の
臨
書
は
見
て
い
て
面
白
か

っ
た
が
、
知
ら
な
い
作
品
に

つ
い
て
は
鑑
賞
の
観

点
が
分
ら
な
か

っ
た
。
『学
習
指
導
要
領
』

の

「指
導
事
項
」
に
あ
る
よ
う
に
、
表

現
効
果
や
作
品
や
作
者
の
背
景
を
知
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
書
を
鑑
賞
す
る
こ
と
が
楽

し
い
と
感
じ
た
り
、
書
の
美
し
さ
を
味
わ

っ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る

の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

表
現
と
鑑
賞
は
、
両
者
と
も
に
学
ぶ
こ
と
に
よ

っ
て
、
書
を
楽
し
ん
だ
り
、
探
求
し

た
り
す
る
相
乗
効
果
を
も
た
ら
す
と
考
え
て
い
る
。
臨
書
や
創
作
な
ど

の
表
現
を
通

し
て
表
現
方
法
を
学
び
、
鑑
賞
す
る
際
に
自
分
が
学
ん
だ
表
現
効
果
を
見

つ
け
る
と
、

作
者
と
の
繋
が
り
を
感
じ
て
書
が
面
白
い
と
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
、
鑑

賞
に
よ

っ
て
得
た
感
じ
方
を
、
臨
書
や
創
作
に
生
か
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

笈
刻
は
、
書
体

の
美
し
さ
を
感
じ
ら
れ
る
も

の
と
考
え
る
。
ま
た
、
朱
な
ど
を

つ
け

て
印
を
捺
す
こ
と
に
よ

っ
て
作
品
と
し
て
完
成
す
る
た
め
、
作
品
が
出
来
る
ま
で
の

過
程
を
想
像
す
る
こ
と
も
、
蒙
刻
を
鑑
賞
す
る
際
の
楽
し
み
方

の

一
つ
と
し
て
指
導

す
べ
き
だ
と
考
え
る
。

図

1

「寸

心
千
古
」
、

こ
の
蒙
刻
は
、
字

の

一
画

一
画
が
直

線

で
、

誰
が
見
て
も
美

し

い
と
感

じ
る
も

の
で
あ
る
。
山
田
寒

山
が
禅
宗
永
平
寺
派

の
僧

と
い
う
経
歴
を
知

⑤

れ る
る と
o、

こ
の
真

っ
す
ぐ
で
伸
び
や
か
な
線
で
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
納
得
さ
せ
ら

図
15

「人
無

く
、
華
落

つ
」
、

実
に
寂
し

い
光
景
を
詠
う
言
葉
を
、
生

き
生

き
と
書

く
こ
と
に
よ

っ
て
、
言
葉
に
力
を
与
え

て
い
る
よ
う
に
感

じ
る
。
山

田
正
平

の

「無

人
華
落
」

の

エ
ピ

ソ
ー
ド
を
生
徒

に
伝
え
、
感
じ
方
を
話
し
合
わ

せ
る

こ
と
に
よ

っ

て
、
作
品

そ

の
も

の
の
見
方

や
感

じ
方
が
多
様

に
得
ら
れ

る
と
考
え
る
。

(C
)

①②③

書
道

そ

の
も

の
が
身
近
で
な
い
高
校
生

に
と

っ
て
、
書
道

の
鑑
賞
は
難
し

い
と
考
え

て
い
る
。
生

徒
は
そ
れ
ぞ
れ
、
美
的
経
験
や
能
力
に
よ

っ
て

「作
品
か
ら
何
を
感

じ

た

の
か
」

に
気
づ

い
た
り
、

そ
れ
を
表
現
す
る
言
葉
が
出
て
き
た
り
す
る
か
し
な
い

か
は
、
差
が

生
じ
る
。
ま
た
、
書
道

の
作
品
を
見
て

「読

め
な

い
、
よ
く
分
か
ら
な

い
」

と
い
う

感
想
が
多
く
聞
こ
え
る
。
だ

か
ら

「文
字
」

と
し
て
と
ら
え
て
作
品

の

意
味

を
考
え

る

の
も
よ

い
が
、
ま
ず

は
、

「書
」

を

「絵
」

と
し

て
造
形
美

や
空
間

美

に
目
を
向

け
る

こ
と
を
促
す

と
よ

い
と
考
え
て
い
る
。
書
を
見
る

「な

に
か
、

よ

く
分
か
ら
な

い
が
、
す
ご
い
」

と
感

じ
る

の
で
あ
れ
ば
、

な
ぜ

そ
う
感
じ
た

の
か
を

引

き
出
す
た

め
、
文
字

の
大
小
、
曲
線
、
肥
痩
や
、
強
弱
、
潤
渇
、
濃
淡
な
ど
、
視

点
を
増

や
す

こ
と
で
鑑
賞
眼
が
養
わ
れ
る
と
考
え
る
。

表
現

と
鑑
賞

に
は
相
互
的
に

つ
な
が

り
が
あ
る
。
例
え
ば
、
鑑
賞
を
し
て

「
こ
の
作

品
は
力
強

い
な
あ
、
ど
う
し
て
だ

ろ
う
?
濃

い
墨
で
ね

っ
と
り
と
し
た
線
質
に
な

っ

て
い
て
、
丸

み
が
少
な
い
」

と
考
え
た
な
ら
ば
、
表
現

の
際

に

「力
強

い
書
が
書

き

た
い
」

と
思

う
時

に
、
鑑
賞

で
見

つ
け
た
ポ
イ

ン
ト
を
活

か
せ
る
。
ま
た
、
臨
書

で

あ
れ
ば
、

そ

の
作
家

の
表
現

の
疑
似
体
験
を
す
る
こ
と
と
な
り
、
そ

の
人

の
芸
術
観

に
触
れ

る
こ
と
と
な
り
、
鑑
賞

で
も
役

に
立

つ
。
ど
ち
ら
に
お

い
て
も
書
道
に
関
す

る
美
的
経
験

と
し
て
必
要
で
あ

り
、
大
切
な

こ
と
で
あ
る
と
考
え
る
。

「笈
刻
」
に
な
じ
み
が
な
い
生
徒
が
ほ
と
ん
ど
だ
と
思
う
の
で
、
ま
ず
は
笈
刻
に

つ

い
て
そ
の
歴
史
や
内
容
を
知
る
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
る
。
朱
文
と
白
文
で
ど
の
よ

う
に
印
象
が
変
る
の
か
、
蒙
書
や
隷
書
、
楷
書
や
ロ
ー
マ
字
な
ど
、
様

々
な
文
字
や

書
体

の
印
を
見
て
、
ど
ん
な
印
象
を
受
け
る
か
な
ど
を
感
じ
さ
せ
た
い
。
ま
た
、
実

九
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④

際

に
自
分

の
名
前
を
笈
刻
し
、
作
品
を
友

人
同
±

で
鑑
賞
し

合
う
と
、
馴
染
み
が
な

か

っ
た
蒙

刻
に
も
触
れ
る

こ
と
が
で
き

「○
○
さ
ん

の
名
前

を
蒙

刻
す

る
と
こ
う
な

る

の
か
、

か

っ
こ
い
い
な
」
な
ど
と
、

よ
り
身
近

に
感
じ
な

が
ら
鑑
賞
を
す
る

こ
と

が
で
き
る
と
考

え
る
。

図

2

「水
清

ま
ば
縷
を
濯
う
」
、
縦
画
や
横
画
の
間
隔
が
均
等

に
な

っ
て
お
り
、
清

々

し
く
も
整

然
と
し
た
印
象
を
受
け
る
。

ま
た
、

そ
の
中

で
も
、

四

つ
の
文
字

の
大
き

さ
が
全
て
違

っ
て
お

り
、
整
然
と
し
た
中

に
も
自
由
さ
や
面

白
さ
が
感

じ
ら
れ
る
点

に
生
徒
に
気
づ

い
て
ほ
し

い
。

④

一
〇

句

の
意
味
を

考
え
る
面
白
さ
を
生
徒
た
ち

に
は
知

っ
て
ほ
し
い
。
そ

の
た
め
に
は
、

歴
史
を
概
説

し
て
、
背
景
を
考
え
さ
せ
た
り
と
い

っ
た
、
指
導

の
工
夫
が

必
要
に
な

っ

て
く

る
。

図

4

「釜
中

に
塵
を
生
ず
」
、

こ

の
作

品
は
、
釜

・
中

・
塵

・
生

と
四
文
字

か
ら
成

る
が
、
ど
れ

も
高
校
生
で
も
意
味
を
想
像
し
や
す
く
、
身
近

に
感
じ
る

こ
と
が
で
き

る
題
材

で
あ

る

の
で
、
鑑
賞

用
教
材

に
適
し
て

い
る
と
考

え
る
。
生
徒
た
ち

の
想
像

力
を

か
き
た

て
や
す

い
教
材
を
選
択
す
る

こ
と
も
、
指
導

に
お

い
て
は
留
意
す
る
点

だ
と
考
え

る
。

神野 雄二

⑤

図
10

「天
に
工
に
し
て
人

に
拙
し
」
、
画
数
が
少
な

い
上

に
朱
文
で
あ

る
こ
と
か
ら
、

重

々
し
さ
は
感

じ
ら
れ
ず
、
そ
う
か
と
い

っ
て
軽

い
印
象
も
感

じ
ら
れ
な

い
。
そ
れ

は
、
お
そ
ら
く
、
文
字
が
随
処
に
欠
け
て
い
る
こ
と
で
、
墨

で
書

い
た
時

の
濃

い
粘

着
質
な
か
す
れ

を
想
像
さ
せ
る
か
ら
だ
と
思
う
。
字

の
形
や

か
す

れ

の
面
白
さ

に
生

徒

に
は
気
づ
い
て
ほ
し
い
。

(
D

)

①②③

元

々
生
徒

た
ち
は
、
笈
刻

に
親
し
み
が
少

な
い
の
で
、
よ
り
多

く

の
笈
刻
を
生
徒
た

ち

に
見
せ
る
こ
と
が

必
要

に
な

っ
て
く
る
と
思
う
。
そ
れ
に

よ
る

「鑑
賞
」

の
深
ま

り

に
よ
り
、
自

分

の
感
じ
た

こ
と
を
感

じ
た
ま
ま

に
刻
す

こ
と
が
で
き
る
の
で
、
枠

に
は
め
ず

に
自

由
に
表
現
さ
せ
た

い
。

表
現

と
鑑
賞

は
、

深
い
繋

が
り
が
あ
る
と
思
う
。

「書

に
表

す
」

と
い
う

こ
と
、

つ

ま
り
表
現
す
る
こ
と
は
書
道
だ
け
で
な
く
、
日
常
生
活
に
お
い

て
様

々
な
場
面
で
行

っ

て
き
て

い
る
。
字

に
は
そ

の
時

の
自

分

の
感
情
が
よ
く
表
れ

る
と
い
う
こ
と
を
、
生

徒
た
ち
は
身

を
も

っ
て
実
感
し
て

い
る
だ

ろ
う
。
そ

の
こ
と

を
踏

ま
え
た
上

で
鑑
賞

を
行
う
と
、
自
ず

と

「
こ
れ
を
書

い
た
時

の
心
情
」
な
ど
と

照
ら
し
合
わ

せ
な
が
ら

鑑
賞
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
。

そ
も
そ
も
生
徒
た
ち
に
と

っ
て
笈
刻
と
い
う
も
の
自
体
が
馴
染
み
の
な
い
も
の
な
の

で
、
何
故
こ
の
よ
う
な
印
が
使
用
さ
れ
た
の
か
な
ど
、
印
の
歴
史
に

つ
い
て
は
じ
め

に
教
え
て
お
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
う
。
ま
た
、
た

っ
た
数
文
字
に
込
め
ら
れ
た
語

⑤

図

9

「頂
門

の
上

の

一
眼
」
、

ま
ず
、

一
目
見
た
時
に

「知

っ
て
る
漢
字
が
あ
る
!
」

と
分
か
る
笈

刻

で
あ
る
。
や
は
り
、
書

に
関
心

の
な
い
者

に
と

っ
て
自
分
と
何

の
関

係
も

な
い
字

や
読
め
な
い
字
が
あ

る
と
興
味
を
無
く
し
て
し
ま
う
。
そ

の
点
に
お
い

て
こ

の
四
文

字
は
、
刻
ま
れ
方
も
分

か
り
や
す
く
目
を

ひ
き
や
す

い
の
で
、
鑑
賞

用

教
材

に
適

し

て
い
る
と
言
え
る
。
鑑
賞

に
お
け
る
指
導

に
お
い
て
は
、

こ
の
よ
う
な

最
初
期

の
導

入

に
も
注
意
し
て
い
き
た

い
。

(
E
)

①②

高
等
学
校
に
お
け
る
書
道
の
鑑
賞
指
導
は
、
表
現
の
授
業
と
併
用
し
て
行
う
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
鑑
賞
指
導
を
ま
ず
初
め
に
行
い
、
書
の
美
し
さ
や
書

風
、
価
値
に
つ
い
て
学
び
、
ま
た
書
を
創
り
上
げ
た
人
物
に

つ
い
て
、
書
に
込
め
た

思
い
を
学
習
し
た
上
で

「次
は
自
分
が
や

っ
て
み
よ
う
」
「自
分
な
ら
ど
う
表
現
す

る
か
」
と
い
う
問
い
と
共
に
表
現
活
動
に
移
る
と
、
よ
り
目
的
意
識
の
あ
る
授
業
を

展
開
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
。

①

で
も
述

べ
た

こ
と
と
同
じ
よ
う
に
、
相
互

に
有
効
に
作

用
す

る
関
係

に
し
て
い
く

こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
感
じ
る
。
書

の
美
し
さ
、
楽
し
さ
は
、
ま
ず
名
筆
、
名
作
を

見
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
と
思
う
か
ら

で
あ
る
。
ど
ち
ら
か
に
偏

る
の
で
は
な
く
、

同

時
的

に
行
う

こ
と

に
よ

っ
て
、
書
を
見
る
目
、
そ
れ
を
再
現
す

る
技
術
が
身
に

つ
き
、

自

分
な
り
の
価
値
観
、
自
分
な
り

の
表
現

へ
と
発
展
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
る
と
言
え

る
。
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③④⑤

蒙
刻
の
鑑
賞
指
導
で
は
、
笈
刻
独
自

の
点
に

つ
い
て
注
目
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
だ
と

思
わ
れ
る
、
蒙
刻
は
、
書
と
は
ま
た
異
な
り
、
刻
字
の
立
体
的
な
表
現
方
法
、

つ
ま

り
工
芸
的
要
素
を
含
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
の
点
に
お
け
る
美
し
さ
や
面
白
さ
に
着
目

し
た
鑑
賞
を
行
う
こ
と
で
、
書
と
は
異
な
る
美
意
識
や
価
値
観
を
発
見
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
思
う
。
そ
し
て
文
字
の
組
み
合
わ
せ
に
つ
い
て
も
考
え
、
よ
り
広
い
視
野

で
鑑
賞
で
き
る
よ
う
、
段
階
的
な
指
導
を
行
う
こ
と
も
有
効
だ
と
言
え
る
。

図

4

「釜
中

に
塵

を
生
ず

」
、

こ
の
笈
刻
作
品
を
指
導
す

る
上

で
、
書

体
や
詩

の
意

味
、
寒

山

の
生
活

に

つ
い
て
ま
ず
学
習
を
行
う
。

「
な
ぜ
寒

山
は
こ

の
書
体

を
選
ん

だ

の
か
」
、
「
な
ぜ

こ
の
詩

に
し
た

の
か
」

と
い
う
疑
問
を
投
げ

か
け
、
生
徒

の
思

い

思

い
の
考
え
を
聴

き
出
す
。
そ

の
後
、
資
料
等

で
寒
山
自
身

の
生
活
、
清
貧
な
生
き

方

に

つ
い
て
学
習

し
た
後
、
さ
ら
に
鑑
賞

を
行
う
。
私
が
注
意
す

る
点

は
、
作
品

の

表
現
と
作
者

を
切
り
離
す

こ
と
、
そ
し
て
ま
た
繋
げ
て

い
く

こ
と
で
あ

る
。
作
品

の

背
景
を
知

る
こ
と
に
よ
り
、
見
方

の
変
化

を
感

じ
て
も
ら

い
、

そ

の
上

で
よ
り
強
く

感
じ
る
不
動

の
美
意
識
を
見
出
す
よ
う
に
し
た

い
。
加
え
て

「ど
う
し
て
印
が
所

々

欠
け

て
い
る
の
か
」

「
な
ぜ
文
字
を
刻
す

"白
文
"

と
し
た

の
か
」

と
い
う
細
か

い

点

に
も
注
意

を
向
け
さ

せ
た

い
。

図

7

「
死
し
て
忠

義

の
鬼

と
為
り
、
極
天
皇
基
を
護

ら
ん
」
、

こ

の
笈

刻
作
品
を
取

り
上
げ
る
上
で
、
刻

し
た
句

の
意
味
と
正
平

の
刻
し
た
年
代

に

つ
い
て
注
意
し
た

い
。

ま
ず
、
こ

の
蒙

刻
は
他

の
作
品
よ
り
も
字
数
が
多
く
、
十

一
字

刻
さ
れ

て
い
る
。

こ

の
印
に
正
平

の
込
め
た
思

い
、
文
字

が
多
く
あ

る
こ
と
で
ど

の
よ
う
な
美
意
識
や
面

白
さ
が
生

ま
れ

る

の
か
を
鑑
賞
さ
せ
て
い
き
た

い
。
そ
し
て

刻
年
代
、

山
田
正
平
十

八
歳

の
時

の
作

品
で
あ
り
、
彼

の
デ

ビ

ュ
ー
作

で
あ
る
と

い
う
点
に
着

目
さ

せ
た

い
。

晩
年

の
彼

の
作

品
等

と
比
較
し
、
ど

の
よ
う
な
点
が
目
立

っ
て
い
る
か
、
良
さ
と
し

て
ど

の
よ
う
な
点
が
挙
げ
ら
れ
る
か
を
問
い
、
作
品
自
体

の
特
徴

を
発
見
さ

せ
て

い

き
た

い
。

今
回
実
施
し
た
学
生

へ
の
意
識
調
査
、
実
態
把
握
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
提
起
を
し
て

い
る
。
今
回
の
考
察
で
明
ら
か
に
な

っ
た
点
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
こ
の
成
果
と
展
望
を

も

っ
て
本
章
の
結
論
と
し
た
い
。

①

高
等
学
校
芸
術
科
書
道
で
、
鑑
賞
に
関
す
る
学
習
指
導
が
求
め
ら
れ
て
い
る
現
況
を

踏
ま
え
、
教
員
養
成
の
書
道
の
授
業
に
お
い
て
、
鑑
賞
指
導
の
重
要
性
を
実
感
さ
せ

②③④⑤⑥

る
と
と
も
に
、
そ
の
指
導
の
在
り
方
を
考
え
さ
せ
る
事
が
大
切
で
あ
る
。

高
等
学
校
芸
術
科
書
道
に
お
い
て
、
表
現
と
鑑
賞
が
相
互
に
有
機
的
に
関
連
し
て
い

る
こ
と
を
意
識
さ
せ
る
指
導
が
大
切
で
あ
る
こ
と
を
認
識
さ
せ
る
。

笈
刻
を
鑑
賞
す
る
こ
と
に
よ
り
、
笈
刻
を
通
じ
て
書
の
伝
統
と
文
化
を
理
解
さ
せ
る

こ
と
へ
と
繋
げ
て
い
く
事
が
重
要
で
あ
る
。

生
涯
教
育
、
生
涯
学
習
の
観
点
か
ら
、
社
会
の
在
り
方
を
見
据
え
、
将
来
を
見
通
し

た
鑑
賞
教
育
が
、
家
庭
教
育

・
学
校
教
育

・
社
会
教
育
と
の
連
関
の
中
で
な
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

国
際
化
、
高
齢
化
、
情
報
化
な
ど

の
社
会
の
進
展
変
化
に
対
応
し
た
鑑
賞
教
育
の
ビ

ジ

ョ
ン
を
踏
ま
え
た
上
で
、
書
道
教
育
に
お
け
る
鑑
賞
指
導

の
生
涯
学
習
体
系
の

一

環
と
し
て
の
ビ
ジ

ョ
ン
を
早
急
に
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

生
涯
教
育
推
進
の
視
点
に
立

っ
た
、
書
道
鑑
賞
教
育
の
具
体
的
な
モ
デ
ル
プ
ラ
ン
の

提
示
が
な
さ
れ
、
鑑
賞
活
動
の
充
実
が
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

五

お
わ
り
に

鑑
賞
教
育

の
研
究
は
、
漸
進
し
て
き
て
は
い
る
も
の
の
、
更
な
る
実
践
研
究
の
成
果
と

蓄
積
が
課
題
で
あ
ろ
う
。
笈
刻
に
お
い
て
も
、
鑑
賞
教
材
と
し
て
ど
の
よ
う
な
内
容
の
も

の
を
提
示
す
る
か
は
そ
の

一
つ
と
い
え
る
。
単
に
作
品
を
鑑
賞
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の

背
景
と
な
る
事
跡
や
歴
史
な
ど
も
考
え
合
わ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
あ
ろ
う
。

蒙
刻
に
関
す
る
文
字
資
料
を
取
り
上
げ
る
こ
と
は
、
書
体
理
解
、
手
書
き
文
字
文
化

の

重
要
性
を
理
解
さ
せ
る
方
法
と
し
て
最
適
で
あ
る
と
言
え
る
。

そ
れ
は
、
書
道
や
笈
刻
の
独
自
性
等
を
考
え
る
こ
と
に
繋
が
り
、
書
道
教
育
の
教
材
開

発
な
ど
の
書

の
基
礎
研
究
に
な
り
う
る
。
ま
た
書
道
教
育
に
関
す
る
新
た
な
資
料

・
文
献

を
発
掘
し
て
い
く
こ
と
に
も
繋
が
る
。
更
に
書
道
の
文
化
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
も
可

能
だ
ろ
う
。
そ
の
意
味
か
ら
も
、
名
所
旧
跡
、
地
方
の
図
書
館
、
文
書
館
、
博
物
館
な
ど

の
文
化
施
設
は
、
今
後
更
に
そ
の
存
在
意
義
は
高
ま

っ
て
い
こ
う
。

こ
こ
で
高
等
学
校
芸
術
科
書
道
に
お
け
る
鑑
賞
教
育
の
在
り
方
を
考
え
る
た
め
の

一
つ

の
提
案
を
し
て
み
た
い
。
教
科
書
に
、
各
都
道
府
県
の
地
域
の
郷
土
資
料
と
し
て
笈
刻
や

笈
書
の
文
字
に
よ
る

「笈
刻
と
笈
書
で
見
る
郷
土
資
料
鑑
賞

マ
ッ
プ
」
と
し
て
作
成
し
、

解
説
文
を
付
す
。
熊
本
県
で
い
え
ば
、
細
川
家
歴
代
の
書
や
印
な
ど
は
好
ま
し
い
も
の
と

言
え
よ
う
。

こ
れ
か
ら
は
こ
れ
ま
で
の
狭
い
鑑
賞
指
導
に
囚
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
鑑
賞
指
導
の
現
状

二
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の
改
善
を
期
し
て
、
魅
力
に
富
ん
だ
教
材
を
創
出
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
生

涯
に
わ
た

っ
て
文
字
文
化
を
重
視
し
、
さ
ら
に
文
字
文
化
を
創
造
し
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
あ
ろ
う
。

書
道
の
鑑
賞
教
育

の
学
習
実
践
は
、
我
が
国
の
伝
統
的
で
豊
か
な
言
語
文
化
を
認
識
し
、

ま
た
文
字
文
化
を
尊
重
し
、
親
し
ん
で
い
く
態
度
を
育
成
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
今

ま
さ
に
書
道
教
育

の

一
層
の
充
実
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
特
に
次
世
代
を
担
う
青
少
年
の

育
成
は
急
務
と
い
え
る
。

今
後
笈
刻
を
素
材
と
し
て
、
そ
れ
を
書
道
教
育
に
有
効
に
活
か
す
た
め
の
教
材
開
発
を

行

っ
て
い
き
た
い
。
そ
し
て
、
他
の
作
家

の
笈
刻
教
材
を
用
い
た
実
践
研
究
を
進
め
て
み

た
い
。
ま
た
、
蒙
刻
の
更
な
る
調
査
を
進
め
る
と
と
も
に
、
各
時
代

・
各
地
域
の
当
該
関

係
の
文
献

・
資
料
を
集
成
し
、
組
織
的

・
体
系
的

・
学
的
に
研
究
を
深
め
る
こ
と
を
課
題

と
す
る
。
そ
れ
は
、
笈
刻
の
鑑
賞
を

一
例
と
し
て
、
わ
が
国
の
書
道
教
育

の
特
色
、
ま
た

書
道
の
独
自
性
等
を
考
え
る
こ
と
に
繋
が
り
、
書
道
教
育
の
教
科
内
容
の
開
拓
と
教
材
開

発
な
ど
の
書
の
基
礎
研
究
に
な
り
う
る
も
の
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

本
稿
を
執
筆
す
る
に
あ
た
り
、
山
田
家
に
は
資
料
の
閲
覧
の
便
を
図

っ
て
頂
く
と
と
も

に
、
懇
切
な
ご
教
示
を
賜

っ
た
。
こ
こ
に
記
し
て
、
衷
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
る
。

【注

】

(
1

)

(
2

)

(
3
)

山
田
寒
山
に

つ
い
て
は

『
日
本
蒙
刻
家

の
研
究
-
山
田
寒
山

・
正
平
を
中
心
と
し

て
ー
』

(熊
日
出
版
、
二
〇

一
七
年
三
月
)
で
詳
細
に
論
じ
た
。

山
田
正
平
に

つ
い
て
は

『
日
本
笈
刻
家

の
研
究
-
山
田
寒
山

・
正
平
を
中
心
と
し

て
ー
』

(熊
日
出
版
、
二
〇

一
七
年
三
月
)
で
詳
細
に
論
じ
た
。

筆
者
は
、
二
〇

一
五
年
三
月

『書
写
書
道
教
育
論
考
』
(創
想
舎
)
を
刊
行
し
た
。

同
著
で
鑑
賞
に
関
わ
る
論
文
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

・
第

一
章

山
田
正
平
に
お
け
る
教
育
者
的
側
面
-
東
京
学
芸
大
学
に
お
け
る

「寡
書

・
寡
刻
」
の
講
義
を
通
し
て

・
第
六
章

「
人
間
科
学
入
門
」
に
お
け
る
授
業
実
践
研
究
-
書

の
人
間
学

「現
代

書
の
歴
史
と
鑑
賞
」
1

・
第
八
章

高
等
学
校
芸
術
科
書
道
に
お
け
る
鑑
賞
指
導
に
関
す
る
研
究

展
覧

会
活
動
を
通
し
た
授
業
実
践
1

・
第

一
〇
章

高
等
学
校
芸
術
科
書
道
に
お
け
る
鑑
賞
に
関
す
る
地
域
教
材
を
使

用
し
て
の
実
践
的
研
究

(
4

)

=

一

『
日
本

の
遊

印
』

(
「高
芙
蓉

・
山
田
寒
山

・
山
田
正
平
」
、

「
日
本
寡
刻
小
史
」
、
木

耳
社
、

一
九

八
三
年
十
月
)

は
、

日
本

に
お
け
る
代
表
的
蒙
刻
家
を
取
り
上
げ

て
、

概
述

・
鑑

賞
し
た
も

の
で
あ

る
。

【主
要
参
考
文
献
】

・
文
部
科
学
省

『
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
解
説
』
芸
術
編

(教
育
出
版
、
二
〇
〇
九
年

十

一
月
)

・

『高
等
学
校
芸
術
科
書
道
指
導
資
料

・
鑑
賞
編
』
(文
部
省
、

一
九
八

一
年
六
月
)

・

『
書
写
書
道
教
育
研
究
』
創
刊
号
～
三

一
号
、
(全
国
大
学
書
写
書
道
教
育
学
会
、

一

九
八
七
～
二
〇

一
七
年
三
月
)

・
加
藤
達
成
監
修

『
書
写
書
道
教
育
史
資
料
』

(東
京
法
令
出
版
株
式
会
社
、

一
九
八
四

年
)

・
久
米
公
著

『書
写
書
道
教
育
要
説
』

(萱
原
書
房
、

一
九
八
九
年

一
月
)

・
富
田
富
貴
雄
著

『
史
的
観
点
に
基
づ
く
書
写
教
育

の
研
究
』
(大
学
教
育
出
版
、

一
九

九
六
年
六
月
)

・
海
後
宗
臣
等
編

『
日
本
教
科
書
大
系

・
近
代
編

第
二
七
巻

(習
字
)
』
(講
談
社
、

一

九
七
八
年
十
二
月
)

・
井
上
敏
夫
編

『
国
語
教
育
史
資
料
』
「第
二
巻
教
科
書
史
」

(東
京
法
令
出
版
株
式
会
社
、

一
九
八

一
年
四
月
)

・

『
国
語
科
教
育
学
研
究
の
成
果
と
展
望
』

(全
国
大
学
国
語
教
育
学
会
編
著
、
明
治
図

書
、
二
〇
〇
二
年
六
月
)

・

『
国
語
科
教
育
学
研
究
の
成
果
と
展
望
H
』

(全
国
大
学
国
語
教
育
学
会
編
著
、
学
芸

図
書
、
二
〇

二
二
年
三
月
)

・

『
明
解
書
写
教
育
』

(全
国
大
学
書
写
書
道
教
育
学
会
編
、
萱
原
書
房
、
二
〇

一
七
年

四
月
)

・

『美
術
館
に
お
け
る
古
美
術
鑑
賞
の
実
践
』
(出
光
美
術
館
、
二
〇
〇
六
年
三
月
)

・
下
田
章
平

・
齋
木
久
美

「高
等
学
校
芸
術
科
書
道
に
お
け
る
鑑
賞
指
導
と
そ
の
展
開
」

(『茨
城
大
学
教
育
実
践
研
究
』
第
三
二
号
、
二
〇

一
三
年
十

一
月
)

・
萱
の
り
子

「表
現
と
鑑
賞
の
架
橋

書
の
実
践
を
通
し
て
の
鑑
賞
教
育
に
関
す
る
考
察

」

(『美
術
科
研
究
』
二
二
、
大
阪
教
育
大
学

・
美
術
教
育
講
座

・
芸
術
講
座
、
二
〇
〇
五

年
)

・
鈴
木
慶
子

・
鶴
谷
和
身

・
和
田
圭
壮

「書
道
の
授
業
に
お
け
る
鑑
賞
活
動
導
入
に
関
す
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る

一
試
行
-
高
等
学
校
の

「仮
名
」
単
元
を
中
心
に
ー
」
(『
長
崎
大
学
教
育
学
部
紀
要

教
科
教
育
学
』
三
三
、

一
九
九
九
年
六
月
)

・
片
山

智
士

・
大
森

ア
ユ
ミ

「書
道
教
育
に
お
け
る
鑑
賞
指
導

の
研
究

自
ら
学
び
自

ら
考
え
る
力
の
育
成
を
目
指
し
て
ー
」

(『福
岡
教
育
大
学
紀
要
』

(
50
)
、
福
岡
教
育
大

学
、
二
〇
〇

一
年
)

・
加
藤
泰
弘

「書
教
育
の
課
題
と
展
望
-
日
本
の
書
写
・書
道
教
育
は
ど
の
よ
う
な
方
向

に
向
か
う
の
か
ー
」

(『
東
ア
ジ
ア
書
教
育
論
叢
』
第

一
号
、
東
京
学
芸
大
学
書
道
教
育

研
究
会
、
二
〇

一
一
年
十
二
月
)

・
青
山
浩
之

「書
写
書
道
教
育
に
お
け
る
今
日
的
な
課
題
-
言
語
活
動
と
書
写
1
」
(『
書

写
書
道
教
育
研
究
』
第
三
十
号
、
全
国
大
学
書
写
書
道
教
育
学
会
、
二
〇

一
六
年
三
月
)

・
田
畑
理
恵

「鑑
賞
教
育
に
お
け
る
批
評
の
意
味
に
つ
い
て
の

一
考
察

美
術
教
育
と
書

道
教
育
の
批
評
の
意
味
の
比
較
を
通
し
て
ー
」

(『
美
術
教
育
学
研
究
』
四
八
(1
)
、
大

学
美
術
教
育
学
会
、
二
〇

一
六
年
)

・
樋
口
咲
子

「高
等
学
校
芸
術
科
書
道
に
お
け
る

『
和
様
の
書
お
よ
び
そ
の
歴
史
』
の
授

業
構
想
-
書
論
に
よ
る
鑑
賞
の
深
化
を
目
指
し
た
授
業
展
開
例
1
」

(『東
ア
ジ
ア
書
教

育
論
叢
』
第
四
号
、
東
京
学
芸
大
学
書
道
教
育
研
究
会
、
二
〇

一
七
年
三
月
)
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